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•9一つ源日”-！！！！ 竺’ ぶ‘ウ滋面• ー一 ロロ聾 ←一戸←雪9

AGENDA 

台滋薪幹線ブロシ‘9：ェクトの概要

ブラント・交通システム事業センター

人；三襲璽工

●台湾新幹線プロジェクトの概要

●プロジェクトの特徴

●コアシステム工事の問題点と対策

●対応事例の紹介

●軌道工事への取り組み

●結び

こ^丑空烹烹患笙一

台湾高速鉄道建設プロジェクト概要
ニn-癒柘紐祗菩羹し

台湾凸温邑温昌凪と』景
●建設区間

台北一高雄（左営）総長345km (8駅 /4基地）

●総投資額

約 1兆7,000億円

●建設・運営契約の形態

BOT方式（政府が民間へ授権）

●日本連合受注範囲

●コアシステム

●軌道工事

●契約期間

2001年3月～2006年2月（約60ヶ月）

●営業運転最高速度
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300km/h 

●所要時間 星；• 9:,‘ で，ふ;,・冬： 土斗 x ごヽ：ェ：冷 工濾
約90分 ”鳩• "'・:ヽ ,. 牙 <•,·ぷ·屯 ＄”‘W参 ．5 ,ぷ・＇， 如涌

（台中1駅停車） Cサーぐ‘ぶ玲宅ご・守—ぷ吹か唸□炉…及：·, 巡→心笠翠·況2

•台湾（中華民国）

面積：36,000平方km

人口 ：2,300万人

首彗：台北

•高遼鉄道建設の背景

人口の95％が集中する台湾西部

政治・経済・産業も同地域に集中

••各硲＂．

つ

J対虚ヽ
•

ぷ 守’•
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｀↓  令心

）＂五薦隻．

h必 •慕隻·

． •. 雀鶯.. 
｀ 氣．化
桑？グ

既存交通網（航空・高速道路・在来鉄道）の輸送能力の限界

高速道路の慢性的渋滞、在来鉄道（台湾国鉄）の老朽化

皐
1989年から台湾政府が高速鉄道建設計画を開始

｀し

；沿全
．壕渾

軍事~． 膚．肯

令會・

孟^、？竺烹竺ぎ菟祀輝妬蓋蓋

1989.0 I 交通部（国交省に相当）が外部コンサルにF/S依頼

?’:'が．9 1．：も 秤致禁が窯速鉄漢距翁ぱ虹t．唸姿漆；・滋染．i：潟拐姿~窓

翌卑茎ま瞬釦釘怠怠認g・指定

1995.01 行政院が民間投資い％以上を条件に建設を承認

⇒世界最大級のい迂：恥；：：t＜恥99•9 9 9yヽ； べ”‘‘9: ， ；案件となる

1996.10 交通部が民間企婁にBOTへの参加を募集

1997.08 e:C:.訊疇

哀本渫．合は共蒋蹂苓繹謬9→̀ 、独心渫玲澪令漆溶諜ダ炉：i` と組み入札に参加

1998.06 ドイツ •ICE脱線事故発生

;’ぢ・ゞ．！）一 交途架澪：台溶菜滋比率薬漆．契給終鉛‘唖総呉

,',,,.,咲｛｝i き滋苺食砕t:, :':ス ・でiべ紅虚：入 ミ這澤ざ ．~;ぷ

ぷ さ窓注ふ巻含｛距か•TCふ汲．： 臼ぷ浪慈全i,殺冷念咎；お溶：苓？迄

1999.09 台湾でM7.7の大地震発生

1999.J 2 む溶窯探渫 ざ·ぶぷ遠·念！認浚登心翌滋を•心．芍

1000.03 土木工事着工

経緯（1)

J-/f.A Lヽ
二遵＿＿…佗紅遜寧藝

経緯（2)

J漬AIL

2i均荘；ー、 日苓遵．合・・台湾高鑓で契約締結

2001.03 コアシステム契約発効

2002.07 日本連合、軌道南部2エ区(176km)の契約調印

1003.0J 日本連合、軌道北部2エ区(154km)の契約調印

2003.05 コアシステム工事着工

2003.07 軌道工事着工

汐が；．でff: コ翌'•シス・手ム諷話ぶ矯迄文謀渥誌冬可開始

2005.04 軌道工事完工

2005./0 コアシステム：試験線にて時速300キロ走行達成

1006.06 コアシステム全線での時速300キロ走行達成

お浮ら！｛； コ?.•·、シ·；叉芳· ふ、 全試慈を終え ・定エ

2006./ 2 台湾iii鐵が交通部より営業許可取得

• ゃヽ i•;ヽ 9"9 ',ゞ• 99・, 、: 9 開黄
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台湾高速鉄道建設体制

'が ：滋——--• こー・全．
台湾新幹線の構成要素
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Civi 1/Statio ns/Depots (Separate Contr恥ts)

c ..,『•cro9
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iヽ”“ii；ぽゞ 沿

<.. o r i) <9 r.9} : ;,.9 ;: 

臼本達合決汀‘9バ

Other Contractors 

云ゴー 已デ[!’
台湾新幹線建設におけるTSCの役割

滋2竺＿竺感 一正二言
関係団体からのご支援

TSC（台湾新幹線株式会社） ：コアシステムのPrimeContractor 

●設計ー建設ー試運転全般に亘る朽吋国知如滋心訳nt

●客先とのSinglePoint Contact及び客先との折衝

●他Contr知tor(Station/Depot/Civil等）との恥碍；ヽぐく．撰整

●コアシステムの出・̀tcmむ応心函；：

一
軌道

千
遍行讐・

責●

●● 

匹•ヵ

Station /De pot/Ci引
Contractors 

●JARTS 台湾高速鉄道本部

JR東海・JR西日本・鉄道運輸機構各社から経験豊かな専門家を派遣

(TSCに対する主な支援内容）

●新幹線技術全般に係わるアドバイス

●試験走行(T&C、特にSystemlntegralion Test)に係わる技術支援

●運転・保守に係わる支援

●鉄道総研殿からの各種技術支援・問題の解決

ふゞげ幻叢鉄道総研諮の支援のお證で、長期にわたる羞滋街試運転

期間にお藉る菫大事故ぼ江打を達成

●経済産業省•国土交通省からのご支援

逃切かつタヽ；•,＂い）ーなご指海を頂き深謝

ニゼ竺王一直雫学

台湾国内事務所人員配置・規模
J...AIL 

事務所人員規模（ピーク時概数）

● Main Office（含むメーカ各社）
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＋ 
6000（軌遍）

心3-
プロジェクトの特徴

●初の新幹線システム輸出

●逆転受注一日本連合にとって厳しい契約条件

◆新幹線仕様 VS契約仕様（欧州高速鉄道ベースの仕様）

♦ 不慣れな欧州規格への対応（製品・業務プロセス）
♦ 短納期（コアシステム：約5年、軌道工事 ： 2年3ヶ月～2年9ヶ月）

●新幹線に知見のない欧米人コンサルタント（高速鉄路局・客先）

●多岐に亘るlnterfaceParty （土木・駅・車両基地他）

• MID• 東芝・ Ill 重の 3社コンソーシアム
• Multi-Nationality Project（客先雇用の多国籍Staff)

台・日・英・独•仏・米・加・豪•印・中国（香港）・イラン・マレーシア等
• Multi-Language Project（日本語・英語・中国語・台湾語）

● Surveillance Project 

◆第三者検査機関（IVY)l::J:.る信頼性・安全性審査の実施

●客先•IVY•ICE・ Lenders Engineer等による頻繁なAudit

● “Document Project"（総Document数：130,000以上）

●総延長345kmに亘る線の工事

●盗難・妨害行為

●自然との闘い（地震・台風・豪雨・地盤沈下）

困難を生んだ要因

J心IL
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、ぶ3-~”社臼祗喜墓
適用規格

● ROC Government Regulations & Standards 

● ISO 

● IEC 

● CCIR 

● CCITI 

● EN 

● UIC 

●Japanese National Standards 

● Relevant Standards 

● Specific Standards 
♦ RAMS EN50126 

● Signaling Software EN50128 

● EMC/EMI EN5012I 

名：：：3- 一 一
問題点と打ち手

・契約仕様・欧州規格への対応等による設計遅れの発生

・日本式業務プロセスはもはや通用しない

璽冒麗ly？竺呵叩譲さ笞竺屯竺；一呼嘩虻＇~：ヽ：‘冬：~1やと：
• Soft Approachの限界

J4AヽL苓ご竺竺烹竺9お只臼3葦疇裟．
四塁置 プロジェクト人材のBestMix (Before) 

駒諷躙＇
l,.99ニ□1

一
2003年1月時点組織表

牢2を雙9墾極祀紐祖葉温．

麟 軍・

S五云在竺9；竺呪社磁臼痣羹蕊
罰乞璽 人材の投入と狙い (TSC)

•ブロジェクト当初より優秀な台濤人の採用を開始

• 2002年第三因人（欧米豪他）の採用を開始(VProcess/System Assurance対応）

• 2003年人材の採用を本格化（上記及びT&C Staffの強化）

• 2004年人材採用の加速（上記及び契約管理Staffの強化）

• 2005年ブロジェクト追い込み体制の確立

欧州規招に対応できる．人令拉｝確保・，蛮成

燕［郎お蒻点嘘強ど糞：を見越いミ体制の登慕

J.J<A/L 

クト人材のBestMix(After) 
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ニ這咆密社祝滋陀茎・躙 T~sti ng_§i: Com missioning 心:̀- -

闘霊塁台湾新幹線プロジェクト終盤の工程（概要）

サブシステム個別試験からSystemIntegration Test (SIT) 
Subsỳ" • I 田ふ↓如•IT會,,

Rolli三 SD<k

Sir,,山べ Syst-
EI•CIrifI..ヽonSァ9... 

c”“"mk•“n• s,.、....
w .ylid• E&M Sy•ヽ•...

o
¢
¢
¢
¢
 

"Test Tr量ck"& M亀inLine Sections 

配ヱ湘・ ―l ,．．如．．オよ ．、．一岱・・識．．．， ＇こ・ 卓9‘＇＼・醤
百..... ·· ， 雷•""'' - · .. 
し＿・ — ・ 一 ユー， 11 亨“ .. - -LJ• LJ.. 911 .&，さ

●台南付近のTestTrackの工事を他のエ区より早期に完了

●他のエ区に先行して、“TestTrack”にて各種個別試験とSITを実施し、

System Performanceを検証後、全線に震開

デ＇．． ． ー9 ．吃極円箪藍遮岳•
四 Testi n ~g V Process & S}'stem Assurance 

J...AIL 

● 100％日本式で総合試運転（SystemIntegration Test)を実施

●JART鴻§•鉄道総研殿からの全面支援

総合試運転(Sys1emIntegration Test) : 

① 151 Train Operation（入線架線試験）

最高速度30kphで低速運転を行い｀全サブシステムの動作確認を行う。

② Signal-A TC Test (A TC現示試験）

最高速度120kphにて信号システム(ATC)の機能検証。

③Speed Up Test（速度向上試験）

徐々に速度を向上し、主に車両、 OCS、通信、軌道等の高速性能を確認。

130-160--180-200-210--220-230--240-250--260-270-280-290--300 

④ Miscellaneous Operations Test（その他の確認試験）

最高速度300kphにて、 EMC/EMI試験、運行管理システムによる運転、

PSSCによる駅自動停止、皐線双方向運転、トンネル内すれ違い運転、
駅での待避・追越運転、救援運転等の試験を実施。

（背景）

●「安全性の担保が必要なシステム」では、下記を要求されるのが通例

一国際規格に規定された業務プロセスの導入

ーシステム性能•安全性·信頼性の保証 （ヽ3ヽiヽヽ 1l、8双い忠心 の実施）
●台湾新幹線プロジェクトにおいても同様の契約要求あり

●一方、これらの本格実施には膨大なペーパーワークを要する

尋
プロジェクトニーズに即したProjectManagement Toolsを構築

（狙い）

・ 勺・緊呻ふ遠叩心関連業務の効率化(CertificateRe port作成支援）

●設計・変更のVisibility/Traceabilityを高め、プロジェクト管理・フォロー

機能を向上

ぶコーら伍輝蕃忌．
鱈 System Assuranceとは何か

芯f- -

鱈匿四 V ProcessとVerification&Validation 
J潰AIL

（註)Ve rificalion 

Validation 

設計レベルでの設計結果の確認

試験による機能性能の検証

V&VによるR¢quimm¢nt， M血mm叩

v‘““‘i.. | ·• 

9..Iiヽol.. I 

：，；t；：淡芯` し

『-----------
l Verifioatiooの結暴
l四直和濃たす出景 l J . 9 
L―•一ヤ-----------

-47-



第 15回鉄道技術・政策連合シンポジウム(J-RAIL2008)

PM ToolsのMainMenuと主な機能
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IVV（璽雹績直●

．，， 、,: 融（·遍•"’罵

｀こ、• 誼藝`

・ニ^2-竺直複．i笠
軌道工事への取り組み 結び

軌道工事（コアシステム受注の1年以上後に契約）

●設計

♦ 日本仕様をできる限り契約に織込み

●土木・軌道・コア（車両）を含めたDynamicSimulationの実施

●建設工事

●日本の施工方式を踏襲して工事を実施

●路盤コンクリート工事及び日本式Slabの製作・据付

● Training Trackを設置し、台湾人Workerに日本方式の据付手順を徹

底教育

●日本語を教え、指差確認も日本方式を徽底

● Testing & Commissioning L二こここごこ：道を確保

ょ2一笹憲菟袋i紐匠戸， J...AIL 

_~ 

幾多の困難と苦労はあったが、今回の貴重な経験を通じて、本ブロジェクトに参
画した技紺者は

•国際規格に適合した業務の遂行

(V Process、SystemAssurance/RAMS等）

•国際規格（仕様）に適合した高速鉄道の設計

●線の工事（コアシステム・軌道工事）の建設管理手法

•高速鉄道のTesting& Commissioning 

を学び、十分なポテンシャルを身につけることができた

JARTS殿のご支援のもと、海外での高速鉄道建設に対応できる基盤が

確立した。

こ立笠 一茎＊薔
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多大なご支援ありがとうございました。

●台湾高鉄

●台湾交通部・高速鉄路局

●JARTS 

(JR東海・JR西日本・鉄道機構）

●鉄道総研

●経済産業省

●国土交通省

END 

ご清聴ありがとうございました。
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